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高
知
家1・2年次と3年次に分かれ、研修の目的や内容、研修施設がそれぞれ異なる

●「総合診療 II」「内科」「小児科」「救急科」を中心に研修
●「総合診療 II」「内科」を主軸とした
　10の連携施設群コース（モデルコース）から選択
●希望により「その他領域別」の研修が可能

専門研修の流れ

+

専門研修1・2年次

●「総合診療 I 」を研修
●18の連携施設から専攻医のニーズにマッチした研修施設を調整
●希望により、週一回、補完研修が可能

専門研修3年次

病院総合医 家庭医 指導医

10の連携施設群コース
あき総合病院群コース 細木病院群コース

JA高知病院群コース
いずみの病院・高知赤十字病院群コース
土佐市民病院・高知赤十字病院群コース
高知生協病院・高知赤十字病院群コース

1
2
3
4
5

6
7
8
9
10

幡多けんみん病院群コース
高知医療センター群コース
近森病院群コース
NHO高知病院群コース

18の連携施設
1
2
3
4
5
6

高知生協病院
田野病院
野市中央病院
嶺北中央病院
高知西病院
仁淀病院

7
8
9
10
11
12

高北国民健康保険病院
梼原病院
須崎くろしお病院
くぼかわ病院
四万十市立市民病院
大月病院

13
14
15
16
17
18

渭南病院
大井田病院
日高クリニック
大崎診療所
大正診療所
西土佐診療所

3年間の研修終了後

「総合診療専門医」取得

救急医療から在宅医療まで
Common diseaseを豊富に
体験できる
高知県東部の安芸保健医療圏の中心的な
病院として、急性期医療から地域医療の現
場、訪問診療、在宅看取りまで幅広い経験が
できます。

他科との
連携がスムーズ
医局内は診療科別の垣根が
なく、他科の医師に相談しや
すい環境です。毎朝行われる
入院患者のカンファレンスに
はさまざまな診療科の医師
が参加します。

多職種合同カンファレンスな
ど看護師やメディカルスタッ
フとも、コミュニケーション
をとりやすい環境で研修が
できます。

スタッフ全員で
研修をサポート
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病院では、患者様にとって最も効果的な治療法や方針を検討するため、医師、薬剤師、看護師、管理
栄養士など医療スタッフがそれぞれの専門性を発揮し、協力し合うチーム医療が行われています。薬
剤師は、薬の適正な使用法の提案や副作用・相互作用のチェック、これに基づく処方提案などを行っ
ています。医療技術の進展とともに薬物療法が高度化しており、チーム医療において、薬の専門職で
ある薬剤師の活躍はますます期待されています。

薬剤師の処遇改善への取り組みとして、R6.4から初任給調整手当の支給が始まります。

薬剤師は薬のスペシャリストです。
薬に対する幅広い知識は持ち合わ
せていますが、最近の薬物療法の
進歩は目覚ましく、臨床現場におい
て各疾患の治療に際し、より深い専
門知識の充実が必要な時代となっ
てきています。

専門（認定）薬剤師としての
キャリア形成

病院薬剤師の役割

初期臨床研修医
あき総合病院は基幹型臨床研修病院です。地域医療の最前線で、救急外来を含め幅広い症例を十分に
経験できます。また、プライマリ・ケアを学ぶために適した環境で、自院で精神科研修も行えます。高知県
内の協力型臨床研修病院・協力施設と連携しているため、研修先の選択肢も豊富です。
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あき総合病院で経験できる疾患について（救急搬送症例の内訳）
外傷、神経系、脳血管障害、精神疾患、消化器系、呼吸器系、循環器系、内分泌・栄養・代謝、筋骨格系、泌尿器系、中毒・アレルギー、その他

あき総合病院は、個々の「学びたい」「成長したい」気持ちを支えます
「看護師」・「病院薬剤師」のキャリアアップを支援

医師・医学生
のための

病院薬剤師

ジェネラリスト
役割モデル
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看護管理スペ

シャリ
スト

専門
・認
定看
護師

看護部の継続教育システム
看護師
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　あき総合病院看護部では『看護師のクリニカルラダー（日本看護協会版）』を基に、『あき
総合病院クリニカルラダー』を作成、当院の看護師に必要な看護実践能力である救急医
療に不可欠な臨床判断能力（フィジカルアセスメント）、地域住民が住み慣れた地域で自立
した生活を送るための医療・保健・福祉・介護との連携・協働できる能力、そして、急速に進
む高齢化社会に対応するための高齢者ケアを実践できる能力を習得、強化できる継続教
育システムを構築、個々の看護師が自分のライフスタイルにあわせ主体的にキャリアアップ
ができるよう支援をしています。
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幅広い視野で予測的判断をもち看護を実践する

ケアの受け手に合う個別的な看護を実践する

標準的な看護計画に基づき自立して看護を実践する

基本的な看護手順に従い必要に応じ助言を得て看護を実践する

より複雑な状況において、ケアの受け手にとっての最適な
手段を選択しQOLを高めるための看護を実践する
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※出典　日本学術会議　薬学委員会　専門薬剤師分科会（H20.8.28）専門薬剤師の必要性と今後の発展

領域別高度専門薬剤師

領域別専門薬剤師

認定薬剤師

研修認定薬剤師

薬剤師
薬剤師国家試験

実務経験
講習の履修
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薬学部6年制
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